
平成25(2014)年度 研究拠点形成支援経費 難波・飛
鳥・京都の歴史遺産の発掘と活用 成果報告集

著者 西本 昌弘, 積山 洋, 原田 正俊, 米田 文孝, 西光
慎治, 佐藤 健太郎, 藤井 陽輔, 三好 俊

ページ 1-83
発行年 2016-03-31
URL http://hdl.handle.net/10112/10259

brought to you by COREView metadata, citation and similar papers at core.ac.uk

provided by Kansai University Repository

https://core.ac.uk/display/228665231?utm_source=pdf&utm_medium=banner&utm_campaign=pdf-decoration-v1


―27―

近世・近代相国寺境内絵図について

三好　俊

　京都市上京区にある臨済宗相国寺派の本山、万年山相国寺（以後、相国寺）は京都五山の第

二であり、永徳２年（1382）足利義満により建立され、足利歴代将軍の帰依を受け、五山の

中心として威勢を誇った寺院である。中世史研究の上で注目を集める寺院であるが、相次ぐ戦

乱により、絵図などの中世の境内の様子がわかる史料は残っていない１）。

　しかし、一方で近世の境内を描いた絵図は相国寺内に多数所蔵されており、これらの分析を

通じて、当該期の実態に迫れるものと思われる。今回は、その中の絵図四点のトレース作業と

分析を行った。なお、図１～３は伊藤真昭氏２）、図４は藤田和敏氏３）により先に紹介されている。

１．天保 14 年（1843）相国寺境内図
　図１は、「総封境之図」と題される。裏面には、「天保十四癸卯歳差出　当時総封境之図」と

書かれている貼紙が付けられており、天保 14 年（1843）の相国寺境内の様子であることが

わかる。今回紹介する４点の絵図の中では、一番成立が古いものである。絵図左下に書かれて

いるように、「総地坪数平均凡七萬貮百五拾三坪餘」とあり、平米数に直すと 22 万平米以上

の敷地を相国寺は持っていたことがわかる。

　絵図上には、文化元年（1804）に畳置かれ４）、弘化２年（1845）に再建される５）冨春軒や、

天明８年（1788）の天明の大火により焼失し６）、嘉永元年（1848）に再建された７）桂芳軒、

延享年中（1744 ～ 47）に畳置かれ８）、嘉永４年（1851）に再建が志願される９）大通院など、

天保 14 年段階では建物がなかったと考えられる塔頭も記載されており、現存・跡地の区別な

く描かれている。また、山門も天明の大火により焼失して 10）以後再建がなされず 11）、描かれ

てはいるものの当該期には存在していない。以上から、図１は実際の様子よりも、跡地も含め

て本来あるべき姿を描写することに重点が置かれていると考えられる。先述のように、近世に

おいて相国寺は天明の大火他により塔頭の焼失が相次ぎ、再建もままならないものが多かった

ことが、『参暇寮日記』からわかる。これは、隆盛期の室町時代ほどの幕府からの優遇が受け

られなかったことによるものと思われるが、そのような中での境内の再建の嘆願にこの絵図が

用いられたのではないだろうか。

　一方で、この性質により、後述する後世に描かれた絵図や、現在の境内と比較することで、

塔頭他の建物の移動を見ることができる。現在、法堂よりも南側にある玉龍院は、法堂の北東

方向にあったことがわかる。また、現在境内の南側に位置する普広院は、絵図中心よりやや左（西

側）に描かれている。その他、後に二本松薩摩藩邸の敷地となる「鹿苑院門前丁」も、絵図下

部より確認できる。

２．（年未詳）相国寺境内図
　図２は、題名・年代不詳である。伊藤氏により「天明大火後の境内図」と紹介された 12）も
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のである。写真上、赤線枠で、「～跡」とある箇所は、天明８年（1788）に発生した天明の大

火の後、復興が成っていない塔頭や施設を表している。よって、地図上に表されている塔頭の

状況をもとに、大まかな年代を割り出すことができる。

　まず、天明の大火直後であるが、『参暇寮日記』天明８年２月３日条 13）には、相国寺役者

の光源院住持維明周奎より京都町奉行の山崎正祥へ提出された、大火で焼失した相国寺内の施

設・塔頭名の一覧が写されている。それと対比すると、焼失したと届けられている、禅集庵・

慈雲庵・長得院・豊光寺・桂芳軒・普広院・劫（却）外軒・玉龍庵・心華院・常在光寺・瑞春

庵・善応院・鹿苑院が、本図の段階では現存している建物として描かれている。よって、大き

く状況が異なるため、本図は天明の大火直後ではないと言えるだろう。

　その後の状況と絵図中の境内の様子を照らし合わせる。大火から 16 年後の、同じく『参暇

寮日記』文化２年（1805）10 月 14 日条 14）では、幕府の命により、相国寺境内で再建でき

ていない施設・塔頭の一覧を京都町奉行に提出していることが確認できる。それによると、な

おも長得院・豊光寺・桂芳軒・普広院・劫（却）外軒・心華院・常在光寺・善応院が焼失から

再建されておらず 15）、この段階においても図２の状況とは大きく異なっている。また、同日

条にはそれらに加えて、図２上では現存していることになっている冨春軒が文化元年（1804）

に畳置かれたこと 16）、大通院が延享年中（1744 ～ 47）に畳置かれたことも記されており、

図２が文化２年よりも更に後の時代の成立であることをうかがわせる。

　その後の塔頭の再建・廃絶の様子は、『参暇寮日記』はじめ『相国寺史稿』所収の史料によ

り編年で確認できる。しかし、史料の制約もあり、図２の状況に合致する時期を特定すること

は出来ない。そこで、次に先述の図１「総封境之図」との対比を試みる。

　この両図を比べた際に異なる点として、図１「総封境之図」の下段（南側）中央にある「晴

雲院」が、図２では「養源院」となっている。なお、当該の箇所は現在では養源院が建ってい

る。それにより、図２は図１成立の天保 14 年（1843）より後の成立となる可能性が高くなっ

てくる。この、晴雲院と養源院の寺地の移動であるが、『参暇寮日記』嘉永元年（1848）２月

３日条 17）によって、その旨が衆議によって決定されたことが伝わる。よって、図２の成立は

嘉永元年以後となり、天明の大火から実に 60 年もの歳月を経た後ということになる。

３．（年未詳）薩摩藩屋敷地図
　図３は、時代を表す記載はなされていないが、幕末に当時の騒乱で重要な動きをなす薩摩藩

の屋敷に相国寺に貸与した敷地の図である 18）。絵図内の赤線で囲まれた範囲（トレース図では、

一点破線で表す）が、文久２年（1862）９月より薩摩藩に貸し出された 19）範囲となる。

　鹿苑院西側の藪地、瑞春庵（現在の瑞春院）南の藪地、そしてこれに隣接する門前町を含ん

だ地所を借り受けることを表している。絵図上の南、「鹿苑院門前東町」「鹿苑院門前西町」「九

軒町」「大門町」といった町も立ち退き、薩摩屋敷となっていく。この地に立てられた二本松

薩摩藩邸は、薩長同盟の会談場所のひとつとされている（締結は堀川・一条戻り橋近くの小松

帯刀邸内）。維新後、敷地は元会津藩士山本覚馬の手に渡り同志社英学校に譲られた。現在は、

同志社大学今出川キャンパスとなっている。
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４．明治５年（1872）相国寺境内図
　図４は、「明治五壬申年九月十二日府庁エ差出現境区別図」と題される。今回紹介する絵図

の中では最も新しい明治５年（1872）成立のものである。絵図の中心部が破損していて読み

取れないものの、当時の境内の様子が細かくわかる。所々、坪数の付箋が貼り付けられており、

トレース図では「　」で表した。

　特徴としては、全体に色分けされており、「上地」「道」「水」の区分がある。塔頭名が四角

い枠で囲まれているものは「現在地」であり、当時残っていた建物を指すものと考えられる。「上

地」とは、上級権力によって没収された土地の意味であり、絵図からわかるように、境内の多

くの部分を相国寺が手放していたことがわかる。絵図上に記されているように相国寺が持って

いる「総地坪道共」は「弐萬七千五百五十四坪七分六里」であり、先の図１の天保 14 年（1843）

の相国寺境内図における「総地坪数平均凡七萬貮百五拾三坪餘」と比較すると、３分の１にま

で縮小している。先の図３に描かれた薩摩藩に貸与した、鹿苑院周辺の敷地も黒く塗られてお

り、相国寺に返還されていなかったということである。明治維新後の相国寺を取り巻く厳しい

状況が想像できる。
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